
まえがき＝近年，廃棄物処理場の残余容量の減少や焼却
炉のダイオキシン対策負担増などから，廃プラスチック
（以下廃プラ）を安全かつ多量に処理する方策への社会
的ニーズが高まってきている。一方，鉄鋼業界では 1997
年の COP3（気候変動枠組条約第 3回締約国会議）京都
会議を受けて，2010 年までに 1990 年度比 10％減の省エ
ネルギ達成に加えて，1.5％に相当する廃プラなどの未利
用エネルギ活用を行動目





加熱に利用されたガスは炉頂より排出されるが，この中のうち，鉱石の還元や溶銑の着熱に使用される熱量の割




